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天草市の移住・定住に対する取り組み

園にかかわる人や会社、団体が増え、受け入れた家族の方とお話

をする中で、園の保育や教育の魅力を改めて知ることができまし

た。子どもは一日一日を生活しています。自然や人との出会いや

生活、遊んだ経験はらせん状につながり、ヒトが人と成長してい

きます。また、利用される大人の目の輝きを見ると、子育てをよ

り前向きに楽しむ姿が感じられ、家族で貴重な経験になっている

と気づかされます。

保育園留学について、行政視察や問い合わせも多くいただきまし

た。保育園留学は人口減少地域における新たな取り組みとして今

後も発展させたいと思いますが、一番大切にしたいのは、園の保

育・教育の質の向上です。より丁寧に子どもと向き合うことの重

要さを改めて感じています。

最高でした。我が家は、昨年の厚沢部に続き2回目でしたが、また

違った魅力がありました。はぜる同様、子ども中心の教育が好印象

でした。園長先生も、先生方も、バスの運転手さんもみなさん親切

でした。お宿のオーナー夫妻も親切でした。また、牛深の町が栄え

ていて、徒歩圏でほぼ全てが完結するのも魅力でした。保育園も、

天草という土地も好きになりました。また行きたいです。保育園の

園バスのバス停前のおばあちゃんが、毎朝毎夕お見送り&お迎えに

来てくれて、最後には魚を焼いてくれるほど親しくなりました。暖

かい人間関係に感謝です。また、息子がマダニに噛まれた時は、園

の先生と園長先生が病院まで息子を連れて行ってくれて、手厚い対

応に感激しました。

保育園のみなさま。この度は本当にありがとうございました。子ど

もを中心としたもぐし子ども園の教育方針に非常に共感しました。

最終日に子どもが抜いた大根ですが、実は本人が大根の煮物が大好

きでして、帰ってすぐに、私と一緒にピーラーと包丁で処理をし

て、煮物にしました。一緒に刃物を使ったのはこれが初めてです。

とても美味しかったようで、その日の夜と翌朝で、一人で大根半分

は食べていました（笑）　海の保育園大好きー。また行くんだー。

と言っています。今後とも、何卒よろしくお願いいたします。

（東京都在住Oさん、2歳のお子さん）

天草市（もぐし海のこども園 / 海の街牛深の宿108）

でのストーリー（保育園留学体験談）

保育園留学受け入れから１年が経ちました

9/6～8　牛高インターンシップ２名

９/20　生田歯科口腔調査（全園児対象）

９/21～　全国秋の交通安全運動

9/下旬　保育参観、子育て講座

10/7　うんどう会

９月行事予定 １０月行事予定

昨年、全国２例目としてスタートした保育園留学も一年がたち、

現在受け入れ園が29園に増えました。私たちの受け入れはR4年度

は８家庭、R5年度は32枠を設定し、現在14組のご利用とご予約

をいただいています。

お盆による希望保育について 高校生ボランティアの受け入れ
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茂串白浜海水浴場に行きました！
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保育園留学を受け入れて

8/12（土）～15（火）はお盆による希望保育期間です。

※期間中はバス送迎と給食がありません。

※期間中はお弁当と水筒をご持参ください。

※8/16（水）から通常の受け入れとなります。

夏休み期間を利用し、２名の高校生ボランティアを学童保育の補助

として受け入れています。２名とも卒園児です。

　◇　牛深高校３年　槇尾　萌果

　◇　慶誠高校２年　坂越　椿姫
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HP写真撮影

本格的な海水浴シーズンが到来しました。茂串白浜海水浴場も賑わい、週末になると満

車により駐車出来ず、帰る車もいるそうです。今年は園外保育で海に出かける機会を

増やしました。園庭での水遊びとは違い、海や川はたくさんの情報やエネルギーに満ち

ています。そのような環境で子どもたちは水の動きや冷たさ、潮のにおい、風をうけ、

まぶしい光を体全体で感じています。「五感を使う」といいますが、子どもは一つ一つ

の情報が新しく不思議な出会いに驚き、興味を持ちます。そのような体験＝情感体験

は、子どもにとってのインプットであり、自由画や造形活動＝アウトプットとなって表

れます。海のこども園の由来になった茂串白浜海水浴場という豊かな環境を大切にした

いと思います。
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